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鬆づらの微笑み 


ヒゲな#者(地位のないもの、 
あるいは背11才)ヒゲの塵を払ぅ 
(こびへつらぅ)など^！■からヒ 
ゲは男の権威、* R の象®であり 
ました。ところが昨今、ブロ§ 
の選手がヒゲを調った。誉れ离き 
ヒゲ、カミソリの宜伝でなにがし 


§ 


ん 


めのが 
たもれ 


«} 取く 、 Ifi 

一 一目をてに具 
丁スぇ形の 
院1 ン生な派 
学 ■! ラ D さゲ 
術$8 パ I 好ヒ 
II {のナ- 


お值段つけられました。 H のぼり 
とアイなりましよぅか—。かつて 
ヒゲのお顔の awe 長、あの iss 
だつた市長？ r ヒゲも一役貢つて 
いたことで しよぅ。 ヒゲ不思 ift な 
々美を哮っシンボル、一世を風 
靡いたします。少数派ヒゲ面、立 
川の地いま罷り出でマス ル。 

女性のウワサにな-5て、 
おかたい市役所、それなら 




カミソリがよくなつて•男性の 

面スべスベ。男性の荚学**いた 

しました。ヒゲ ft ® です。大洋が 

トリオを作つた、ヒゲで勝利を狙 

つているとまたまたブロ野球のお 

5 fr マスコミが躲ぐほど. f 思 m な 


ばとサツパリ。 

人い、2£通のヒゲ涞 

でありました。 

tt 力かねそなえます。 

ところが、ヒ r をたくわえてい 
る御仁を，ヤギを哚えて汚いなど 
と云ぅ一面もあります。妬っかみ 

でしょぅ•「無«でもステキ」と女 

性の愴れの的になってお”ますも 

の。ヒゲの笑朗 I 

は秘めた優 k ， 

人なつつこさが 

%きます。ずい 

ぶんとヒゲのお 

かげってあるも 

のです、 r て** 

£期さえも<1々 

しく、何«:へい 

っても轱 B の人。 

什亊への意欲も 

•« き、父親の威 

敝にじみます 

人生好転、 

に誓って»の人 
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空欄に一字神入を試みよ。 

一□一 短 
一刀 □ 断 


富さ目性„ ウ 

ヒニ補 2T:TS な 


の 


多 


a #*T L **-y 

生路みしめ てお^ま ^ 1 

〇ます。 

ヒゲ而ほころびます" 傲 笑み ま 

す C ホント、やさしくなつて" 


立川•歴史のひとコマ 

令砂川あれこれ 

立川に市制か欹かれたのは昭和 
I 五年ですが•当時砂川はまだ村 
で•二九年になって砂 
川 WI に羿格*さらに 
H 八年に立川市と 
砂川町が合併•今 
H の立 M 市が生れ 
‘ました • 3?¢.の砂 
川地区はしゃれた一 
rM や Aln !! 団地が並ぶ 
住宅地域になって•かっ 
ての農村の面彩は日に n に薄れて 

!ゆきます" 

眇川の|1««は江戶時代初期、慶 

長一四年 ( I 六〇九》の頃から岸 

«<現武葳村山*>の紂野三右術 

n にょリ著手され、その後も長期 



表麵は語る 

今月の表紙の作者•伊澤てる子 
さんから次のような一文がよせら 
れました • 

「昨年のことでした。バラを一ん、 
丹«こめて叹かせた知人から二十 
数本もの大»をいただきました。 
美事に S なるビ D — ドの花弁は私 
に向かい"兄て下さい一•と訴え 
ているようで L た*その夜，むせ 
るような香りとバラの精に II まれ 
て，私の心の一隅から白®の搭が 
次第に大きく生まれました•そし 
て私は一羽の烏になり•空を舞う 
幸せを覚えたのです。維でもが I 
躲.心をかすめる何ということの 
ない想い。でもそれを逃したくな 
い。それは無意*のうちに温めら 
れていた結果の現象なのかも知れ 
ないのですから。どれはど苦 is の 
中にいても，心は遊び•每い求め 
ることが出來る自由な世界❶そこ 



した。 



W にわたつて徐々に W 発がすすめ 
られてゆきました*当初は砂川新 
m と呼ばれていましたが、元文元 
年(一七•.一六)に正式に砂川村二 
番から八番)となり i した。その 
後も新出は次々と PB かれ•砂川前 
斯 m (若紫 sr 竽 a (栄町 , 

殿ヶ谷<曲砂町>、^沢 <两 
砂町)‘®戸弁天(幸5 T > 
などの a 新田が砂川付に 
机み A れられてゆきまし 
た*ここに鍬を入れた . R 
r K のぞくは3^の裊树(埂 
|1^在の昭您や羽《、堆«など> 
v _ からの移 ft 者で •!»: 出名は出 
身の n の名に七なむものが多くあ} 

ります"親から«|^4?けて-^え： 

ない次界、-二男か多かつたょぅです二 

M 発は找堪 ):! にそつて始められ 一 

ましたが.もともとこの地は水に} 

乏しく地味は S く、吧料を加えて 1 

— tit I I « I 


耕やしても強風が吹けば砂應がも 
うもうとして表±が舞い上り • e 
£の K 労は並大抵で a ありません 
でした•この苦しい生活の中で‘ 
心の拠り所を得るために•阿豆佐 
味神 H が： SM され•流泉寺か tt 立 
されたのです" 

「砂川」という地名はここを tt 
流している「すなの川 j (江戸時代： 
からは找啪川と呼ばれている)に一 
起 yy します*この川に飲み水を i 
求め、この附近から発展したので} 
砂川と呼ばれるようになつたとの| 
ことです“ < KK ) J 


I 真如苑だより 

ようやく*という$1分でし 
ようか•やつて来ました# 81 
S でございます◊ビッ々ピカ 
の 一_が街をゆきます。心 
あらたなこの李©, K 如苑に 
足を運んで A ませんか、ぜひ。 

• 日時4月19日出 

午後2時〜4時 
• 御本尊•真如宝物館をはじ 
めとして 映. 幽など盛りだくさ 
んの用意がしてございます。 

• 立川市民(成人 > に限らせ 
て*きます** 

• お申し込み 
は「之くてびあ 
ん•コンパニオ 

ン J {本法を f - 
渡してくれた 
人)へ、ぐっ V * 
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〇立川クイズ _■ 

「決 ( i 何をする人ぞ」などと云ぅ 
!; 口*かありますが、さて vr.ill に pfi 
枝する rtl はいくつでしょぅか•市 
の名荊も思い出してください。 
@4 ② 6 ③〇〇④ 10 以上 
〔3月号の答え〕 

明 ： m 3年に立川一小の jg 身の 「郷 
学校」が、#済#の心源庵で W か 
れたのが始まりです。その後， 「耦 
15学含」(明治5年》•「柴 3 T 学校」 
<明治〇〇年}と名を変え、明治11 年 
に現在の紫崎汜*遊®の埸所に 独 
立校舍を逆てました* 答えは② 


• # ですね*ポカポカと。ヒパリが 
嗚いて，花がパッと咲いたりする 
と何となく-1めでた彳い JSTI 分に 
なるから不思薄なもんです。 • 立 
川には身体で S じる事が出米る存 
が*あるつていうのが： S しいしゃ 
あないですか。今さら何だつて笛 
われそうだけど、やつばしいつち 
ゃおう。「自然ていいなあ/ビル 
が乱立してる何 fe ぞの街に住んで 
る人にも分けてあげたい「えくてび 
あんの春」であります ◊ 士兄町 
にミミズクがやつて来て猞扭にな 
りました•たくさんの人が見物に 
訪れたょうですが' 実は人間の方 
が a 物されていたのかも•しれま 
せんね-今頃は故鄉の山で±産轱 
を吹聰していたりして•今年の冬 
も來るのでしょう か。# 物の芽の 
ほぐれはぐるるえくてびあん。 

<||篇>秋01光久石章彀_||)徂子 WW 6 X . 
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r > ンガさル、 « 妙の卜—ク、宮下さんと • 


「ダークダックスふれあいコンサ 

!卜」<宅 催.：一并生命》が立川 rfl 
民会館で開かれ，"共演，は党々 
「溉訪の 森コ— ラス」 <中村|郎指押0 
r 塚ふささんを中心に34人が ハモって 会場 
をぅっとりさせるな か、和気 ぁぃぁぃの •ふれ 
あい*に ダ— クの 皆さん も、 思わず拍手" 

















